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採 用 事 例

パークシティー豊洲

難波タワー

湘南鎌倉病院東京ベイシティタワー

メガシティータワーズ

使 用 上 の 注 意 事 項

荷 姿

• 17kg/缶

• 屋外では、降雨時および0℃以下になることが予想される場合の使用は避けてください。

• 使用した道具類は水で洗ってください。

• 保管は直射日光を避け、冬は凍結しないところに保管してください。

• 使用後は、容器の蓋を正しく閉じて保管してください。

初 期 ひ び 割 れ を 抑 制 し ま す
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特 長

標 準 使 用 方 法

打込み

一次散布
（省略可）

粗均し

二次散布

最終仕上げ

• 10倍希釈（フィニッシュコート：水=1：9）を標準とします。
• 標準使用量は希釈液で、各散布150～250mℓ／m2です。

作 用 メ カ ニ ズ ム W/C＝41.5％、スランプ18cm

圧縮強度σ28＝47.1N/mm2

W/C＝50％、スランプ12cm

 表面硬度試験結果

表 面 付 着 強 度 と 表 面 硬 度

 建研式付着強度試験結果

物 性

内容組成 外観 pH 粘度(mPa・s) 密度(g/cm3)

アニオン性界面活性剤 乳白色液体 8.0～10.9 1100 1.0

金ゴテ仕上げ

コンクリート表面からの水分逸散量試験結果

FC散布状況

養生機能：気温が高い、湿度が低い、風が強い、直射日光を受ける等の気象条件に対して、表面か
らの水分の蒸発が少なくなり、初期ひび割れの発生を抑えます。

仕上機能：コテの滑りが良くなり、表面仕上げの作業時間が短縮できます。特に、ブリーディングの
少ない高流動・高強度コンクリートの仕上げ効率が向上します。

W/C＝50％、スランプ12cm

フィニッシュコートの主成分は、石鹸に近い分子量の小さいアニオン性界面活性剤で、打込み終了
直後のコンクリート表面に散布された希釈液中では、油に似た性質の疎水基が大気側に配向し、時
間の経過とともに界面活性剤分子は親水基と疎水基が多層を形成することで、水分の蒸発量を少
なくします。表面張力が小さいことから表面の「ぬれ」の状態も継続するため、初期材齢時のプラス
チック収縮ひび割れを抑制することができます。

■散布後10時間程度経過した状態

フィニッシュコート
界面活性剤のイメージ

親水基

疎水基

（～数nm＝10-8m）

また、コテの滑りが良くなり、仕上げの作業時間が短縮できます。
とくに、ブリーディングの少ない高強度コンクリートや高流動コンク
リートでは仕上げ効率が著しく向上します。

養生効果の参考例として、初期材齢時に表面から逸散する水分
量の試験結果を示します。散布後10時間程度は、60～80％と大幅
な水分の逸散抑制効果が確認されています。

材齢
反発度換算強度（N/mm2)

無処理 ﾌｨﾆｯｼｭｺｰﾄ 養生剤A 養生剤B

7日 23.9 23.8 21.6 24.3

28日 22.4 23.1 20.1 22.5

コンクリートの表面硬度は、未使用のものと比べて
同程度以上となることを確認しました。

フィニッシュコートを使用したコンクリートの表面付着強度は平均2N/mm2以上で、未使用と同
等となることを確認しました。重ね合せが必要な工事でも付着性能は低下しません。

表面付着強度(N/mm2)

1 2 3 4 5 平均

使用 2.34 1.77 2.47 2.00 1.89 2.10

無使用 1.94 2.56 2.29 1.83 1.67 2.06

FC散布
希釈倍率と表面張力、保水効果の関係


